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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】セキュリティを確保して、容易に書類を処理で
きる書類生成装置、書類生成方法及び書類生成装置用の
プログラムを提供する。
【解決手段】複数の項目に情報が記載された複数の書類
の画像を取得し（Ｓ３）、各項目の情報が記載された部
分の部分画像を、項目毎に抽出し（Ｓ４）、複数の書類
のうち１の書類に対して、少なくとも１つの項目の部分
画像を選択し（Ｓ５）、他の書類に対して、選択された
部分画像の項目と異なる項目の部分画像を取得し（Ｓ６
）、項目に応じて設定された書類上の位置に、選択した
部分画像と取得した他の書類の部分画像とを、配置した
結合画像の書類を生成する（Ｓ７）。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の項目に情報が記載された複数の書類の画像を取得する画像取得手段と、
　前記各項目の情報が記載された部分の部分画像を、前記項目毎に抽出する部分画像抽出
手段と、
　前記複数の書類のうち１の書類に対して、少なくとも１つの項目の前記部分画像を選択
する部分画像選択手段と、
　他の前記書類に対して、前記選択された部分画像の項目と異なる項目の部分画像を取得
する部分画像取得手段と、
　前記項目に応じて設定された書類上の位置に、前記選択した部分画像と前記取得した前
記他の書類の部分画像とを、配置した結合画像の書類を生成する書類生成手段と、
　を備えたことを特徴とする書類生成装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の書類生成装置において、
　前記他の書類が、前記１の書類に関するユーザと異なる他のユーザに関する書類である
ことを特徴とする書類生成装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の書類生成装置において、
　前記選択された部分画像の項目のＩＤと、前記選択された部分画像の属する書類のＩＤ
と、前記生成された結合画像の書類のＩＤとを、関連付けて記憶することを特徴とする書
類生成装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の書類生成装置において、
　前記生成された結合画像を含むデータを暗号化することを特徴とする書類生成装置。
【請求項５】
　画像取得手段が、複数の項目に情報が記載された複数の書類の画像を取得する画像取得
ステップと、
　部分画像抽出手段が、前記各項目の情報が記載された部分の部分画像を、前記項目毎に
抽出する部分画像抽出ステップと、
　部分画像選択手段が、前記複数の書類のうち１の書類に対して、少なくとも１つの項目
の前記部分画像を選択する部分画像選択ステップと、
　部分画像取得手段が、他の前記書類に対して、前記選択された部分画像の項目と異なる
項目の部分画像を取得する部分画像取得ステップと、
　書類生成手段が、前記項目に応じて設定された書類上の位置に、前記選択した部分画像
と前記取得した前記他の書類の部分画像とを、配置した結合画像の書類を生成する書類生
成ステップと、
　を含むことを特徴とする書類生成方法。
【請求項６】
　コンピュータを、
　複数の項目に情報が記載された複数の書類の画像を取得する画像取得手段、
　前記各項目の情報が記載された部分の部分画像を、前記項目毎に抽出する部分画像抽出
手段、
　前記複数の書類のうち１の書類に対して、少なくとも１つの項目の前記部分画像を選択
する部分画像選択手段、
　他の前記書類に対して、前記選択された部分画像の項目と異なる項目の部分画像を取得
する部分画像取得手段、および、
　前記項目に応じて設定された書類上の位置に、前記選択した部分画像と前記取得した前
記他の書類の部分画像とを、配置した結合画像の書類を生成する書類生成手段として機能
させることを特徴とする書類生成装置用のプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、書類の画像を生成する書類生成装置、書類生成方法、および、書類生成装置
用のプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　データのセキュリティを確保するために、書類に記載された情報が項目毎に分けられ、
読み取り等の処理されている。例えば、特許文献１には、帳票データをイメージ入力し、
項目毎に項目別イメージパーツを切り出して、所定書式に当てはめてデータエントリサー
バ上に公開するデータエントリ方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２３６００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来技術では、項目別に集約しているので、元の書類の書式と異なった
構成になるので、光学的処理や人間が読み取る等の後工程で統一的に処理することが難し
かった。さらに、様々な書式の書類がある場合も、後工程で統一的に処理することが難し
かった。
【０００５】
　そこで、本発明は上記の問題点等に鑑みて為されたもので、その課題の一例は、セキュ
リティを確保して、容易に書類を処理できる書類生成装置等を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、複数の項目に情報が記載され
た複数の書類の画像を取得する画像取得手段と、前記各項目の情報が記載された部分の部
分画像を、前記項目毎に抽出する部分画像抽出手段と、前記複数の書類のうち１の書類に
対して、少なくとも１つの項目の前記部分画像を選択する部分画像選択手段と、他の前記
書類に対して、前記選択された部分画像の項目と異なる項目の部分画像を取得する部分画
像取得手段と、前記項目に応じて設定された書類上の位置に、前記選択した部分画像と前
記取得した前記他の書類の部分画像とを、配置した結合画像の書類を生成する書類生成手
段と、を備えたことを特徴とする。
【０００７】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の書類生成装置において、前記他の書
類が、前記１の書類に関するユーザと異なる他のユーザに関する書類であることを特徴と
する。
【０００８】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載の書類生成装置におい
て、前記選択された部分画像の項目のＩＤと、前記選択された部分画像の属する書類のＩ
Ｄと、前記生成された結合画像の書類のＩＤとを、関連付けて記憶することを特徴とする
。
【０００９】
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の書類生
成装置において、前記生成された結合画像を含むデータを暗号化することを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項５に記載の発明は、画像取得手段が、複数の項目に情報が記載された複数
の書類の画像を取得する画像取得ステップと、部分画像抽出手段が、前記各項目の情報が
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記載された部分の部分画像を、前記項目毎に抽出する部分画像抽出ステップと、部分画像
選択手段が、前記複数の書類のうち１の書類に対して、少なくとも１つの項目の前記部分
画像を選択する部分画像選択ステップと、部分画像取得手段が、他の前記書類に対して、
前記選択された部分画像の項目と異なる項目の部分画像を取得する部分画像取得ステップ
と、書類生成手段が、前記項目に応じて設定された書類上の位置に、前記選択した部分画
像と前記取得した前記他の書類の部分画像とを、配置した結合画像の書類を生成する書類
生成ステップと、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項６に記載の発明は、コンピュータを、複数の項目に情報が記載された複数
の書類の画像を取得する画像取得手段、前記各項目の情報が記載された部分の部分画像を
、前記項目毎に抽出する部分画像抽出手段、前記複数の書類のうち１の書類に対して、少
なくとも１つの項目の前記部分画像を選択する部分画像選択手段、他の前記書類に対して
、前記選択された部分画像の項目と異なる項目の部分画像を取得する部分画像取得手段、
および、前記項目に応じて設定された書類上の位置に、前記選択した部分画像と前記取得
した前記他の書類の部分画像とを、配置した結合画像の書類を生成する書類生成手段とし
て機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、項目に応じて設定された書類上の位置に対応する複数の項目の各部分
画像を配置しうるので、統一された書式の結合画像が生成でき、容易に書類を処理できる
。また、選択した部分画像以外は、他の書類の部分画像であるので、選択した部分画像の
書類に対して、選択した部分画像の項目以外の情報がないため、セキュリティが高くなる
。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る書類管理システムの概要構成例を示す模式図である。
【図２】書類の一例を示す模式図である。
【図３】書類の一例を示す模式図である。
【図４】図１の書類管理サーバの概要構成の一例を示すブロック図である。
【図５】図１の書類管理サーバにおけるデータベースのデータの一例を示す模式図である
。
【図６】図１の書類管理サーバにおけるデータベースのデータの一例を示す模式図である
。
【図７】図１の書類管理サーバにおけるデータベースのデータの一例を示す模式図である
。
【図８】図１の画像入力装置の概要構成の一例を示すブロック図である。
【図９】図１の照合端末装置の概要構成の一例を示すブロック図である。
【図１０】図１の書類管理サーバおよび画像入力装置の動作例を示すシーケンス図である
。
【図１１】結合画像の一例を示す模式図である。
【図１２】結合画像の一例を示す模式図である。
【図１３】図１０の部分画像の抽出のサブルーチンを示すフローチャートである。
【図１４】書類の変形例を示す模式図である。
【図１５】書類の変形例を示す模式図である
【図１６】結合画像の変形例を示す模式図である。
【図１７】結合画像の変形例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。なお、以下に説明する実施
の形態は、書類管理システムに対して本発明を適用した場合の実施形態である。
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【００１５】
［１．書類管理システムの構成および機能概要］
（１．１　書類管理システムの構成および機能）
　まず、本発明の一実施形態に係る書類管理システムの構成および概要機能について、図
１から図４を用いて説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態に係る書類管理システムの概要構成例を示す模式図である。
図２、図３は書類の一例を示す模式図である。
【００１７】
　図１に示すように、書類管理システム１は、書類に関する書類情報を管理する書類管理
サーバ１０と、書類の画像を撮像して画像データを取り込む画像入力装置２０と、書類の
項目の照合作業をする照合端末装置３０と、を備えている。ここで、書類情報の一例とし
て、書類の画像データ、書類の画像データから抽出された特徴量、画像データから作成さ
れたテキストデータ、顧客に納品するための納品用のデータ等の電子データが挙げられる
。
【００１８】
　書類管理サーバ１０は、画像入力装置２０、および、照合端末装置３０における作業を
管理する。
【００１９】
　画像入力装置２０は、顧客から預かった書類の画像を撮像し、書類に付されるフロント
ページを作成する。フロントページが付された書類は、保管庫に保管される。
【００２０】
　照合端末装置３０は、例えば、パーソナルコンピュータやスマートフォンを含む携帯型
無線電話機やタブレット端末等の携帯端末である。照合端末装置３０は、照合して審査す
るための書類の画像を表示する。照合端末装置３０は、各作業者に応じて、設置されてい
る。
【００２１】
　なお、予め、書類の種別のマスタ登録作業、種別毎の書類の項目の切り出し領域の設定
作業、項目の照合の難易度の設定作業、作業者の習熟度の設定作業等が行われる。
【００２２】
　書類管理サーバ１０、画像入力装置２０、および、照合端末装置３０は、ネットワーク
３を介して、例えば、通信プロトコルにＴＣＰ／ＩＰ等を用いて相互にデータの送受信が
可能になっている。なお、ネットワーク３は、例えば、ローカルエリアネットワーク、イ
ンターネット、専用通信回線（例えば、ＣＡＴＶ（Community Antenna Television）回線
）、移動体通信網、およびゲートウェイ等により構築されている。
【００２３】
　書類は、例えば、契約書等の申込書類である。また、本人を確認するための書類は、住
民票、免許証、戸籍票、健康保険証、パスポート、領収書（例えば、電気、ガス等の公共
料金の領収書のように氏名、住所が記載されたもの）、登記簿謄本、納品書等の書類であ
る。なお、書類は、平面の紙のみならず、立体形状でもよく、書類の表面に、読み取り可
能な情報が記載されていればよい。
【００２４】
　書類の種別の一例として、契約書、住民票、免許証等の種別が挙げられる。さらに、書
類の種別は、契約書の場合、顧客毎の契約書のフォーマット毎、住民票の場合、各市町村
のフォーマット毎に分類される。
【００２５】
　書類が契約書の場合（顧客名“ＡＡＡＡＡ”）、図２に示すように、書類５０の表面に
、契約内容、氏名、住所、電話番号等が記載されている。同じ形式の契約書の共通領域と
して、契約内容、氏名の項目、住所の項目、電話番号の項目、印鑑証明用印影の項目（図
示せず）等が挙げられる。契約書の非共通領域として、個人情報である氏名（切り出し領
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域５０ａ）、住所（切り出し領域５０ｂ）、電話番号（切り出し領域５０ｃ）等が挙げら
れる。なお、共通領域は、同じ形式の書類に関して、共通している共通フォーマットの部
分である。非共通領域は、同じ形式の書類に関して、申請者毎に異なる部分である。
【００２６】
　図３に示すように、他の顧客（顧客名“ＤＤＤＤＤ”）の契約書の場合、切り出し領域
５１ａは、他の顧客の氏名、切り出し領域５１ｂは、他の顧客の住所、切り出し領域５１
ｃは、他の顧客の電話番号を示している。
【００２７】
　なお、書類が住民票の場合、書類の表面に、市町村名、住所、氏名、生年月日、性別等
が記載されている。ある市町村の形式の住民票の共通領域として、書類の名称、市町村名
、住所の項目、氏名の項目、生年月日の項目、性別の項目等が挙げられる。住民票の非共
通領域として、個人情報である住所、氏名、生年月日、性別等が挙げられる。
【００２８】
　書類が住民票の場合、市町村により記載の形式が異なる。
【００２９】
　書類が免許証の場合、書類の表面に、氏名、生年月日、住所、写真等が記載されている
。免許証の共通領域として、氏名の項目、住所の項目、生年月日の項目、写真の項目等が
挙げられる。免許証の非共通領域として、個人情報である氏名、生年月日、住所、個人の
写真等が挙げられる。
【００３０】
　関連する複数の書類は、一個人や、一法人において関連する複数の書類である。同一の
個人または同一の法人に関する少なくとも２以上の書類である。例えば、一個人や、一法
人における、契約書等の申込書類、本人を確認するための書類（住民票、免許証、戸籍票
、健康保険証、パスポート、領収書）、納品書等の書類等から少なくとも２以上の書類で
ある。関連する複数の書類の一例として、例えば、契約書、住民票、および、免許証の組
み合せ、契約書、住民票、および、パスポートの組み合せ、申込書類、および、健康保険
証の組み合せ、申込書類、領収証、契約書、および、登記簿謄本の組み合せ等が挙げられ
る。これら関連する複数の書類は、例えば、書類のセットが同封された封筒で送られてく
る。
【００３１】
　なお、氏名、住所等が記載される非共通領域は、記載領域の一例である。また、記載さ
れた内容は、記載情報の一例である。
【００３２】
（１．２　書類管理サーバ１０の構成および機能）
　次に、書類管理サーバ１０の構成および機能について、図４から図７を用いて説明する
。
【００３３】
　図４は、書類管理サーバ１０の概要構成の一例を示すブロック図である。図５から図７
は、書類管理サーバ１０におけるデータベースのデータの一例を示す模式図である。
【００３４】
　図４に示すように、コンピュータである書類管理サーバ１０は、書類管理サーバ１０を
制御する制御部１１と、様々なデータベースを有する記憶部１２と、照合端末装置３０等
と通信する通信部１３と、管理情報等を表示する出力部１４と、を備えている。
【００３５】
　制御部１１は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）と、ＲＯＭ（Read Only M
emory）と、ＲＡＭ（Random Access Memory）とを有する。制御部１１は、ＣＰＵが、Ｒ
ＯＭや、ＲＡＭに記憶された各種制御プログラムを読み出して実行する。制御部１１が、
書類管理サーバ１０の各部（記憶部１２、通信部１３、出力部１４等）を制御する。なお
、これらのプログラムを記憶した記録媒体等を制御部１１が読み出し実行してもよい。
【００３６】
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　記憶部１２は、例えば、ハードディスクドライブ等により構成されている。記憶部１２
には、予め登録しておくデータを記憶した登録データベース１２ａ、作業者のレベル等を
記憶した作業者データベース１２ｂ、撮像された書類の画像データおよび分割画像等を記
憶した画像データベース１２ｃ、書類の項目を照合した作業者等を記憶した作業結果デー
タベース１２ｄ、書類の審査結果を記憶した審査結果データベース１２ｅ等が構築されて
いる。
【００３７】
　登録データベース１２ａには、書類種別用の登録データベース、項目切り出し領域用の
登録データベース、項目の難易度用の登録データベース等が、構築されている。
【００３８】
　書類種別用の登録データベースには、書類種別コードに関連付けられて、住民票、免許
証、契約書等の書類の種別が記録されている。さらに、登録データベース１２ａには、住
民票に対して、市町村名、契約書に対して、顧客名等が記憶されている。
【００３９】
　また、項目切り出し領域用の登録データベースには、例えば、書類の種別を示す書類種
別ＩＤに関連付けられて、書類のフォーマットの各項目に対応した切り出し領域等が関連
付けられて記憶されている。切り出し領域が矩形の場合、矩形の対角に位置する頂点の位
置情報が、切り出し領域となる。項目切り出し領域用の登録データベースには、顧客毎の
契約書、各市町村の住民票等に関する様々なテンプレートが記憶されている。また、項目
切り出し領域用の登録データベースには、書類における項目の情報が記載されて無い無記
入の各書類の画像が記憶されている。
【００４０】
　また、項目の難易度用の登録データベースには、各項目に対する照合の難易度の情報が
記憶されている。例えば、項目の一例の性別は、男／女、またはＭ／Ｆであるので、照合
が楽であるが、氏名の場合、異字があり、住所の場合は、書き方がいくつかあり、照合が
難しくなる。また、例えば、氏名は、”氏名　○○”、”被保険者名　○○”、”世帯主
　○○”、”被扶養者　○○”と、記載の仕方が異なることもあり、照合が難しくなる。
【００４１】
　また、登録データベース１２ａには、顧客ＩＤに関連付けられて、顧客名、納品後の書
類の裁断の有無、等の情報が記憶されている。
【００４２】
　また、作業者データベース１２ｂには、作業者ＩＤ毎に、作業レベルが記憶されている
。なお、作業レベルは、作業者の習熟度、適性等により決定される。作業レベルは、例え
ば、”Ａ”、”Ｂ”、”Ｃ”等に分類される。なお、作業者ＩＤは、ログインＩＤおよび
パスワード、作業者が携帯しているＩＣカードや、名札に印刷されたコード等に関連付け
られている。
【００４３】
　また、画像データベース１２ｃには、関係性を示すデータの一例として、図５に示すよ
うに、書類を特定する書類ＩＤに関連付けられて、書類の各項目に対応した項目ＩＤ、各
項目の部分画像を示す部分画像ＩＤ等が関連付けられて記憶されている。また、書類ＩＤ
は、書類ＩＤの他に、書類の特徴量、作業ＩＤ等の書類を特定できるＩＤならばよい。
【００４４】
　また、画像データベース１２ｃには、関係性を示すデータの一例として、図６に示すよ
うに、部分画像ＩＤに関連付けられて、部分画像の画像データ等が関連付けられて記憶さ
れている。
【００４５】
　また、画像データベース１２ｃには、関係性を示すデータの一例として、図７に示すよ
うに、部分画像を結合して、書類を再構成した結合画像を示す結合書類ＩＤに関連付けら
れて、結合書類ＩＤの結合画像に含まれる項目に対応した項目ＩＤ、結合書類ＩＤの結合
画像に含まれる部分画像を示す部分画像ＩＤ等が関連付けられて記憶されている。
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【００４６】
　また、画像データベース１２ｃには、書類ＩＤ毎に、撮像された書類の画像データ等が
記憶されている。
【００４７】
　なお、書類の画像データと部分画像のデータと関係性を示すデータとは別々のデータベ
ース、または、別々のサーバでもよい。
【００４８】
　また、作業結果データベース１２ｄには、包袋ＩＤおよび項目ＩＤに関連付けられて、
項目を照合した作業者の作業者ＩＤ、照合に使用した書類の書類ＩＤ、書類において、ど
の部分を照合に使用したかの選択情報等が記憶されている。
【００４９】
　また、審査結果データベース１２ｅには、包袋ＩＤおよび項目ＩＤに関連付けられて、
項目を照合した作業者の作業者ＩＤおよび審査結果が記憶されている。審査結果は、例え
ば、セットの書類に記載された内容が同一であるかの照合結果や、記載の有無のデータで
ある。また、審査結果データベース１２ｆには、住民票等から読み取られたテキストデー
タが記憶されていてもよい。
【００５０】
　同じ書類管理サーバ１０の同じデータベースにより管理されてもよいし、それぞれのデ
ータベースが、別の管理サーバのデータベースに記憶されてもよい。
【００５１】
　また、記憶部１２には、オペレーティングシステムおよびサーバプログラム等の各種プ
ログラムが記憶されていてもよい。なお、各種プログラムは、例えば、他のサーバ等から
ネットワーク３を介して取得されるようにしてもよいし、記録媒体に記録されてドライブ
装置を介して読み込まれるようにしてもよい。
【００５２】
　通信部１３は、ネットワーク３に接続して、画像入力装置２０、および、照合端末装置
３０との通信を制御する。
【００５３】
　出力部１４は、例えば、液晶表示素子または有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子等
によって構成されている。
【００５４】
（１．３　画像入力装置２０の構成および機能）
　次に、画像入力装置２０の構成および機能について、図８を用いて説明する。
【００５５】
　図８は、画像入力装置２０の概要構成の一例を示すブロック図である。
【００５６】
　図８に示すように、画像入力装置２０は、制御部２１と、記憶部２２と、通信部２３と
、出力部２４と、操作部２５と、撮像部２６と、を備えている。
【００５７】
　制御部２１は、制御部２１と同様の構成を有し、画像入力装置２０を制御する。
【００５８】
　記憶部２２は、例えば、ハードディスクドライブ等により構成されている。取り込んだ
書類（原本）の画像を記憶する画像データベース２２ａ等が構築されている。
【００５９】
　また、記憶部２２には、記憶部１２のように、オペレーティングシステムおよびサーバ
プログラム等の各種プログラムが記憶されていてもよい。
【００６０】
　通信部２３は、書類管理サーバ１０等との通信を制御する。
【００６１】
　出力部２４は、例えば、液晶表示素子または有機ＥＬにより構成されていて、撮像した
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画像が表示される。さらに、出力部２４は、プリンタを有し、書類に付されるフロントペ
ージを印刷してもよい。
【００６２】
　操作部２５は、例えば、キーボードおよびマウス等によって構成されている。さらに、
操作部２５は、ユーザの足により、撮像部２６の撮像の作動を行う画像入力スイッチを有
する。
【００６３】
　撮像部２６は、例えば、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）イメージセンサやＣＭＯＳ
（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサ等の撮像素子を有するデ
ジタルカメラである。
【００６４】
　撮像部２６は、複数のデジタルカメラにより構成される。テーブルの上に、書類（例え
ば、契約書、住民票等）が複数並べられ、解像度を上げるために、各書類を部分的に区切
って、複数のデジタルカメラにより撮像する。なお、撮像部２６は、スキャナでもよく、
書類をスキャニングして撮像する。
【００６５】
（１．４　照合端末装置３０の構成および機能）
　次に、照合端末装置３０の構成および機能について、図９を用いて説明する。
【００６６】
　図９に示すように、コンピュータとして機能する照合端末装置３０は、例えば、パーソ
ナルコンピュータやスマートフォンを含む携帯型無線電話機やＰＤＡ等の携帯端末であり
、制御部３１と、記憶部３２と、通信部３３と、出力部３４と、操作部３５と、を備えて
いる。
【００６７】
　制御部３１は、制御部２１と同様の構成を有し、照合端末装置３０を制御する。記憶部
３２は、記憶部２２と同様の構成を有し、各種プログラムを記憶する。通信部３３は、書
類管理サーバ１０等との通信を制御する。出力部３４は、出力部２４と同様の構成を有し
、審査用の画像を表示する。
【００６８】
［２．書類管理システムの動作］
　次に、本発明の１実施形態に係る書類管理システムの動作について図を用いて説明する
。
（２．１　書類管理システムにおける動作例）
【００６９】
　書類管理システムにおける動作例を、図１０を用いて説明する。
【００７０】
　図１０は、書類管理サーバおよび画像入力装置の動作例を示すシーケンス図である。
【００７１】
　顧客（例えば、カード会社、保険会社等）から、複数の書類が組まれた書類のセットが
、まとめて送られてくる。例えば、書類のセットが同封された封筒が詰められた段ボール
箱が、顧客から送られてくる。
【００７２】
　複数の書類のセットは、例えば、顧客の各ユーザ（例えば、カード会社、保険会社等に
申し込みをする個人や法人）から顧客に申し込まれた書類のセットである。書類のセット
は、申込書類（例えば、契約書、申込用紙）および本人確認用の書類等である。本人確認
用の書類として２通必要な場合、例えば、住民票および免許証、住民票および健康保険証
等である。なお、法人の場合、法人確認用の書類として、代表取締役の印が押された書類
である。
【００７３】
　まず、送付されてきた封筒等の開封作業が行われる。例えば、届けられた段ボールが開
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けられ、書類のセットが同封された封筒が取り出される。そして、封筒が開封されて、書
類のセットが取り出される。
【００７４】
　また、各書類にコード等の各書類を識別するための書類ＩＤが付与されてもよい。付与
されるコードの一例として、バーコードや２次元コード等が挙げられる。
【００７５】
　次に、書類の不備の確認作業が行われる。書類が、書類のセットが全て揃っているか、
書類の毀損が無いか等のチェックが行われる。確認作業後、書類のセットが保管庫に搬送
される。
【００７６】
　次に、書類管理システム１は、書類の画像を取り込む（ステップＳ１）。具体的には、
画像入力装置２０が、保管庫から取り出した書類の画像データ化を行うため、画像入力装
置２０の制御部２１が、撮像部２６により書類を撮像して画像を取り込む。
【００７７】
　なお、画像入力装置２０は、撮像された画像データの傾き等を補正してもよい。例えば
、制御部２１が、画像処理により画像における書類の枠を検出し、傾きを補正する。なお
、画像データ化が終了した書類のセットは、保管庫に保存される。
【００７８】
　次に、画像入力装置２０は、通信部２３を介して、画像データを、書類管理サーバ１０
に送信する。
【００７９】
　次に、書類管理システム１は、原本を保管する（ステップＳ２）。具体的には、制御部
２１が、取り込んだ画像データを、原本として、書類ＩＤに関連付けて、画像データベー
ス２２ａに記憶する。なお、画像データ化が終了した書類のセットは、保管庫に保存され
る。
【００８０】
　次に、書類管理システム１は、画像データを取得する（ステップＳ３）。具体的には、
書類管理サーバ１０の制御部１１が、通信部１３を介して、画像入力装置２０から画像デ
ータを取得する。
【００８１】
　このように、書類管理サーバ１０は、複数の項目に情報が記載された複数の書類の画像
を取得する画像取得手段の一例として機能する。
【００８２】
　次に、書類管理システム１は、部分画像を抽出する（ステップＳ４）。具体的には、制
御部１１が、後述の部分画像の抽出のサブルーチンにより、書類の画像データから項目毎
の部分画像を抽出する。抽出された部分画像は、書類ＩＤ、項目ＩＤ等に関連付けられて
、画像データベース１２ｃに記憶される。例えば、図５に示すように、書類ＩＤと項目Ｉ
Ｄとに関連付けられて、部分画像ＩＤが記憶される。図６に示すように、部分画像ＩＤに
関連付けられて、部分画像の画像データが記憶される。図５に示す、ＩＤ同士の関係性を
示すデータベースと、図６に示す画像データのデータベースは、別の方が、機密性が高く
なる。なお、部分画像の画像データの代わりに、部分画像の座標位置でもよい。
【００８３】
　このように、書類管理サーバ１０は、前記各項目の情報が記載された部分の部分画像を
、前記項目毎に抽出する部分画像抽出手段の一例として機能する。
【００８４】
　次に、書類管理システム１は、部分画像を選択する（ステップＳ５）。具体的には、制
御部１１が、１つの書類の１つの項目を選択し、この項目に対応する部分画像を選択する
。例えば、図２に示すように、書類５０に対して、ユーザの氏名に対応する切り出し領域
５０ａの部分画像を選択する。
【００８５】
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　このように、書類管理サーバ１０は、前記複数の書類のうち１の書類に対して、少なく
とも１つの項目の前記部分画像を選択する部分画像選択手段の一例として機能する。
【００８６】
　次に、書類管理システム１は、選択された部分画像の項目と異なる項目の部分画像を取
得する（ステップＳ６）。具体的には、制御部１１が、選択された部分画像の項目と異な
る項目を特定する。例えば、図２の契約書のタイプの場合、氏名以外の項目である住所の
項目、電話番号の項目を特定する。
【００８７】
　選択された部分画像の項目と異なる項目として特定された項目の項目ＩＤに基づき、画
像データベース１２ｃを参照して、図２の契約書の“ＡＡＡＡＡ”と異なる他のユーザの
書類における、特定された項目の部分画像を取得する。例えば、制御部１１が、図３のユ
ーザの書類５１の住所の項目の切り出し領域５１ｂの部分画像を画像データベース１２ｃ
から取得する。さらに、制御部１１が、残りの項目（電話番号）に対応する部分画像を、
既に選択された図２のユーザ、および、図３のユーザとは異なるユーザの書類の書類ＩＤ
に基づき、画像データベース１２ｃから取得する。なお、同じユーザから、２以上の部分
画像を取得しない方が、セキュリティが高くなる。
【００８８】
　なお、選択された部分画像以外は、ランダムに部分画像を取得してもよい。また、選択
された部分画像以外は、辞書等から、ダミーで生成された部分画像でもよい。例えば、氏
名の場合、人名辞典に基づき生成され、住所の場合、地名辞典に基づき生成され、電話番
号の場合は乱数により生成される。
【００８９】
　このように、書類管理サーバ１０は、他の前記書類に対して、前記選択された部分画像
の項目と異なる項目の部分画像を取得する部分画像取得手段の一例として機能する。
【００９０】
　次に、書類管理システム１は、結合画像を生成する（ステップＳ７）。具体的には、制
御部１１が、ステップＳ５で選択した部分画像と、ステップＳ６で取得した部分画像とか
ら、図１１に示すように、結合画像を生成し、書類５２を生成する。さらに具体的には、
図１１に示すように、制御部１１が、書類５２における氏名の項目の位置に、選択した部
分画像を配置し、書類５２における住所の項目の位置に、住所の項目に対応して取得した
部分画像を配置し、書類５２における電場番号の項目の位置に、電話番号の項目に対応し
て取得した部分画像を配置して、結合画像を生成する。
【００９１】
　選択された部分画像が、書類５０における切り出し領域５０ｂの部分画像の場合、図１
２に示すように、制御部１１が、結合画像を生成し、書類５３を生成する。
【００９２】
　ここで、書類５０と、結合画像の書類５２（書類５３）とは、同じまたは類似のフォー
マットである。すなわち、選択した部分画像の書類と同一または類似のフォーマットで、
書類５２（書類５３）のように、書類が再構成されている。
【００９３】
　このように、書類管理サーバ１０は、前記項目に応じて設定された書類上の位置に、前
記選択した部分画像と前記取得した前記他の書類の部分画像とを、配置した結合画像の書
類を生成する書類生成手段の一例として機能する。
【００９４】
　次に、書類管理システム１は、関連性データを生成する（ステップＳ８）。具体的には
、新たに生成された書類に使用した、部分画像を特定するため、制御部１１が、生成した
各書類５２、５３の結合書類ＩＤに関連付けて、項目ＩＤ、部分画像ＩＤを、図７に示す
ように、画像データベース１２ｃ等に記憶する。
【００９５】
　次に、書類管理システム１は、各データを暗号化する（ステップＳ９）。具体的には、
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制御部１１が、図７および図５に示す関係性データや、図６に示すようなデータや、結合
画像等を暗号化する。
【００９６】
　生成された結合画像の書類は、後工程で、統一されたフォーマットの書類として取り扱
われる。例えば、ＯＣＲ（Optical Character Recognition）で情報を読み取る際も、項
目の位置が定まっているので、処理が容易になる。また、フォーマットが統一された結合
画像の書類を、端末に表示したり、印刷したりして、人間が見る場合、どこに項目がある
か把握しやすく、処理しやすい。
【００９７】
（２．２　部分画像の抽出のサブルーチン）
　次に、部分画像の抽出のサブルーチンについて図１３を用いて説明する。
【００９８】
　図１３は、部分画像の抽出のサブルーチンを示すフローチャートである。
【００９９】
　図１３に示すように、書類管理サーバ１０は、書類の種別の特定を行う（ステップＳ１
０）。例えば、制御部１１が、顧客名から契約書の種別（顧客毎の契約書のフォーマット
）を特定したりして、受け付けた書類の種別により特定を行う。なお、また、制御部１１
が、書類の画像データから文字認識をして、契約書、住民票、市町村等を認識し、書類の
種別を特定してもよい。
【０１００】
　次に、書類管理サーバ１０は、書類種別に基づき、無記入の各書類の画像を取得する（
ステップＳ１１）。具体的には、制御部１１が、項目切り出し領域用の登録データベース
等を参照して、書類種別に基づき、項目の情報が記載されて無い無記入の各書類の画像を
取得する。
【０１０１】
　次に、書類管理サーバ１０は、無記入の書類の画像との差分画像から、各項目の画像を
切り出す（ステップＳ１２）。具体的には、制御部１１が、書類における項目の情報が記
載されている書類の画像と、無記入の書類の画像との位置合わせをして、差分画像を求め
る。制御部１１は、書類の隅、書類のタイトル等の特徴量の位置により、項目の情報が記
載されている画像と無記入の画像との位置合わせを行う。項目の情報が記載されている画
像と無記入の画像と差分画像なので、項目の情報が記載されたところの画素以外の画素が
、０の値になり、項目の情報が記載されたところの画素が容易に抽出される。記載事項の
黒色等の記載部分のパターンのみが容易に抽出される。
【０１０２】
　制御部１１が、項目切り出し領域用の登録データベース等を参照して、特定した書類種
別に基づき、書類における記載領域の位置を特定し、差分画像から項目毎の画像を切り出
す。図２および図３に示すように、各項目の部分画像として、切り出し領域５０ａ、５０
ｂ、５０ｃ、切り出し領域５１ａ、５１ｂ等の切り出し画像が切り出される。罫線がある
場合、部分画像に罫線が含まれても、含まれなくてもよく、また、部分画像に共通領域が
含まれても含まれなくてもよく、他の項目が含まれなければよい。
【０１０３】
　なお、制御部１１が、画像処理により、項目毎の画像を切り出してもよい。例えば、制
御部１１が、項目切り出し領域用の登録データベースのテンプレート等を参照して、パタ
ーンマッチングにより、項目毎の画像を切り出してもよい。また、部分画像には、項目“
氏名”、項目“住所”等の部分が含まれてもよい。
【０１０４】
（２．３　照合作業）
【０１０５】
　次に、書類の項目の照合作業について説明する。
【０１０６】
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　照合端末装置３０が、図１１に示すように、結合画像の書類を、書類管理サーバ１０か
ら取得して出力部３４に表示する。作業者が、各項目の内容を読み取って、操作部３５に
より、読み取り結果をタイプする。なお、照合端末装置３０等が、ＯＣＲで読み取ってよ
い。
【０１０７】
　照合の場合、照合端末装置３０が、住民票等の他の書類から生成された他の結合画像の
書類を並べて表示したり、住民票等の他の書類から抽出された結果と並べて表示したりす
る。
【０１０８】
　なお、作業者の作業者ＩＤを受け付け、選択された部分画像の項目が、作業者に応じた
項目にしてもよい。また、図１１に示すような書類５２が、出力部３４に表示される場合
、作業者に、氏名のみの項目を照合するように指示が与えられていてもよい。暗号化され
たデータの場合、照合端末装置３０が、復号してから表示する。
【０１０９】
　照合端末装置３０が、作業者からの照合結果を受け付け、照合結果を書類管理サーバ１
０に送信する。なお、照合結果として、作業者が項目の部分画像を読み取った結果でもよ
い。
【０１１０】
　書類管理サーバ１０が、作業者ＩＤ、照合の過程等の作業結果を作業結果データベース
１２ｄに記憶する。書類管理サーバ１０が、照合結果等を審査結果データベース１２ｅに
記憶する。
【０１１１】
　なお、複数の書類のセット用に、フロントページが作成されてもよい。フロントページ
には、顧客名、書類のセットを特定するためのフロントページＩＤ、書類の数、受け付け
日付、工程番号等が記載される。このフロントページを書類のセットに含めてもよいし、
電子データ上存在し書類のセットに含めなくてもよい。記憶部１２のデータベースには、
フロントページＩＤに関連付けられ、各書類の書類ＩＤが記憶されてもよい。また、記憶
部１２のデータベースには、フロントページの管理情報のため、フロントページＩＤに関
連付けられ、工程番号も記憶されてもよい。
【０１１２】
　以上、本実施形態によれば、項目に応じて設定された書類上の位置に対応する複数の項
目の各部分画像を配置しうるので、統一された書式の結合画像が生成でき、容易に書類を
処理できる。また、選択した部分画像以外は、他の書類の部分画像であるので、選択した
部分画像の書類に対して、選択した部分画像の項目以外の情報がないため、セキュリティ
が高くなる。
【０１１３】
　また、他の書類が、１の書類に関するユーザと異なる他のユーザに関する書類である場
合、他の項目に関して他のユーザの情報が混ざり、元の書類と異なる内容となり、セキュ
リティが高くなる。
【０１１４】
　また、選択された部分画像の項目のＩＤと、選択された部分画像の属する書類のＩＤと
、生成された結合画像の書類のＩＤとを、関連付けて記憶する場合、結合画像と、選択さ
れた部分画像との関係性を特定できる。また、関連性のデータと、結合画像とを別に保管
して、切り離すことにより、結合画像のみでは、元の書類が特定しにくく、セキュリティ
が向上する。
【０１１５】
　生成された結合画像を含むデータを暗号化する場合、暗号化することで、セキュリティ
が向上する。
【０１１６】
（変形例）
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　次に、変形例について、図１４から図１７を用いて説明する。図１４および図１５は、
書類の変形例を示す模式図である。図１６および図１７は、結合画像の変形例を示す模式
図である。
【０１１７】
　図１４および図１５に示すように、書類における項目の位置は様々である。項目の記載
位置が様々な書類５４、書類５５に対して、図１６に示すように、書類５６の統一のフォ
ーマットに従った、項目に対応した部分画像が配置されてもよい。異なるフォーマットの
書類に対しても、後工程で、統一のフォーマットで処理しやすくなる。
【０１１８】
　ステップＳ４の部分画像の抽出において、制御部１１が、図１４に示すように、各項目
において、切り出し領域５４ａ、５４ｂ、５４ｃの部分画像を抽出する。
【０１１９】
　ステップＳ５において、制御部１１が、例えば、氏名の項目を選択する。
【０１２０】
　ステップＳ６において、制御部１１が、他の書類であって、選択された部分画像の項目
と異なる項目の部分画像を取得する。
【０１２１】
　ステップＳ７において、図１６に示すように、制御部１１が、統一フォーマットに従っ
た結合画像の書類５６を生成する。
【０１２２】
　なお、図１７に示すように、部分画像を更に分割した部分画像を生成して、結合画像を
生成してもよい。例えば、氏名を姓と名とに分け、それぞれ部分画像としてもよい。図１
７に示すように、姓と名とに分けて、他の人の名を混ぜることで、セキュリティが高くな
る。
【符号の説明】
【０１２３】
　１：書類管理システム
　１０：書類管理サーバ（書類生成装置）
　１１：制御部
　５０、５１：書類
　５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５１ａ、５１ｂ、５１ｃ：切り出し領域（部分画像）
　５２、５３：結合画像の書類
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